
第 3種郵便物認可

さまざまな
遺伝子タイプ

■

葉

※写真は京都大 iPS細胞研究所提供

凩蛉《鶉籟%とあ

タンクで保存F

誓
時
間
と
費
用
抑
え
提
供
可
能

口
間

関

日

□

輸
血
や
移
植
な
ど
で
幅
広
い

人
に
再
生
医
療
を
応
用
す
る
に

は
、
拒
絶
反
応
を
起

こ
し
に

く
い
健
康
な
他
人
か
ら
作

っ

た
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

（人

工
多
能

性
幹
細
胞
）
が
不
可
欠
と
な

る
。
京
都
大
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

所
で
は
、
他
人
由
来
の
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
体
制
づ

く
り
が
進
む
。
事
前
に
が
ん
化

の
リ
ス
ク
を
取
り
除
い
て
備
蓄

す
る
こ
と
で
、
患
者
に
早
く
提

供
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

だ
。拒

絶
反
応
を
引
き
起
こ
し
に

く
い
細
胞
の
型
は

「Ｈ
Ｌ
Ａ
型

ホ
モ
」
と
い
う
タ
イ
プ
に
分
類

さ
れ
る
。
Ｈ
Ｌ
Ａ
の
タ
イ
プ

は
、
親
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
受
け

継

い
だ

一
対

の
遺
伝
子
で
決

ま
る
。
両
親
か
ら
同
じ
遺
伝
子

を
受
け
継
ぐ
人
が
Ｈ
Ｌ
Ａ
型

ホ
モ
で
、
千
人
に
約
■
人
の

割
合
で
生
ま
れ
る
。

７５
種
類
の

Ｈ
Ｌ
Ａ
型
ホ
モ
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

を
そ
ろ
え
れ
ば
、
日
本
人
の
８０

％
に
移
植
で
き
る
よ
う
に
な

る
。治

療
時
に
患
者
か
ら
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
を
作

っ
て
必
要
な
組
織
を

作
る
場
合
、
移
植
ま
で
に
か
か

る
期
間
は
半
年
以
上
と
な
り
、

治
療
全
体
の
費
用
も
数
千
万
円

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ス
ト

ッ
ク
で
は
、
正
確
な
数
字
は
不

明
な
が
ら
、
時
間
も
費
用
も
抑

え
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い

，つ
。同

研
究
所
は
昨
年
８
月
、
日

本
人
の
１７
％
に
移
植
で
き
る
■

種
類
の
Ｈ
Ｌ
Ａ
型
ホ
モ
の
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
を
、
外
部
の
研
究
機
関

に
供
給
し
始
め
た
。
さ
ら
に
種

類
を
増
や
し
て
、
２
０
■
７
年

度
末
ま
で
に
日
本
人
の
３０
～
５０

％
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
に
す

る
予
定
だ
。

第1部 葛藤する現場⑤


